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本学会名誉会員の堀井令以知先生（1925－2013）は本年3月10日に幽明境を異にされた。

ここで取り上げるのは堀井先生の絶筆である。本号訃報欄掲載のご略歴、主要業績、なら

びに関係の方々より寄せられた追悼文を併せて参照されたい。 
 
第 1 章「少年時代のことば」（p. 1－32）では京都郊外の伏見は競馬場の存在で知られる

淀における生い立ちから小学校時代の思い出が綴られる。お父上は京都で欧文印刷所を経

営されていたエスペランティストで、「以って知らしむべし」との願いから先生を命名され

た由。ご幼少の折、ご祖母様と連れ立ってしばしば駅（当時はテイリュウバ（停留場）と

いったとのこと）までお父上を迎えに行った話、縁あってご自宅に宿泊された騎手の方が

発した関東のことば「おっこっちゃってね」を誤解して、「なにを怒っていやはるのやろ」

と不思議に思った話などなかなか微笑ましい。次いで、お子様、お孫様のことばの習得に

関する観察記録を通してご自分の言語習得過程に思いを馳せ、当時使っていたことばの盛

衰、室戸台風や日中戦争等、世相を反映した小学校時代のご自分の作文と当時の国語教科

書の内容等が紹介される。 
 
第 2 章「言語学習期」（p. 33－70）に収められているのは京都府立桃山中学校（現桃山

高校）に入学してからフランス語との出会い、大阪外国語学校、軍務、そして終戦までで

ある。志望した桃山中学に合格した喜び、淀城、天王山への遠足を綴った当時の作文がほ

のぼのとしたものである半面、その後の「白衣の勇士に対する感謝」や弁論大会での「一

致団結」の原稿など、思わず眉をひそめてしまう。そんな中、京都中心部の河原町丸太町

へ転居してから、お父上に言付かって繰り返し関西日仏学館に校正刷りを届けたことなど

をきっかけとして、当時の学館長ルイ・マルシャン氏との交流がはじまる。フランス語へ

の関心が芽生え、同氏がしばし教鞭を取ったという大阪外国語学校（在学中に大阪外事専

門学校に改称）にて同語を修めるようになったのも自然な流れだったのだろう。だが、戦

局急を告げた 1944 年、堀井青年は「一死国難に殉ずるため」特別甲種幹部候補生に志願

し、同年 10 月に学業を中断して豊橋第一陸軍予備士官学校に入学（添えられた軍隊用語
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の解説も興味深い）、翌年 6 月に卒業すると、広島の中部 104 部隊、次いで京都伏見の中

部 137 部隊に配属されたところで終戦を迎える。「あのまま広島城の部隊に留まっていた

ら原爆の犠牲になったことであろう」（p. 66）のおことばが重い。毎年 8 月 15 日には、切

抜き保存した当時の新聞記事を読み返す習慣をお持ちだった由。 

 
第 3 章「言語研究を始める」（p. 71－134）は、復員と大阪外事専門学校卒業に続き、京

都帝国大学（在学中に京都大学に改称）において特に泉井久之助博士（1905－1983）の薫

陶を受けて言語研究に勤しんだ様が記される。入学直後の 1946 年には特殊講義「比較言

語学綱要」において、前期は南東諸語の比較研究が扱われてインドネシア語派、メラネシ

ア語派、ポリネシア語派の存在が説かれ、ミクロネシア語派を否定する講義が行われた。

後期からはメイエ（Antoine Meillet）の Introduction à l’étude comparative des langues indo- 
européennes をテキストに印欧語比較言語学の基礎を叩き込まれたという。メイエ講読に加

え、翌年からはホメーロスのオデュッセイア、さらにはアリストテレースの詩論、キケロ

ーのカティリーナ弾劾演説等々数々の古典文学についても教えを受けつつ、堀井先生の関

心は古仏語へと向かう。 
ローマに征服されたガリア（トランサルピナ）がラテン語化する間にガリア（ゴール）

語からどのような基層的影響が見られるか、堀井先生はカエサル、ストラボーン、タキト

ゥス、スエトニウス、ティートゥス・リウィーウス、ポリュビオス、ルーキーリウス、ポ

セイドニオス、ワッロー、コルメッラ、ディオドールス、大プリニウス、クウィンティリ

アーヌス、アウルス・ゲッリウス、パウサニアス、マルケッリーヌス等、ケルトについて

の記載を含む膨大な古典著作、またラテン語に受け入れられた借用語、人名、地名からガ

リア語要素を抽出して研究に勤しんだという。他方では Lat. lactem (acc.) > F. lait (cf. Welsh 
llaeth) や F. quatre-vingts（4×20＝80）に見られる 20 進法もケルトたるガリア語の基層的

影響と見る説もある。加えて言えば、Martinet（1986: 38; 2003: 30）の睨むように F. c’est ... 
que (qui) ... すなわち E. it is ... that ... のいわゆる cleft ないし強調構文も Ir. is ... a ... と共通

しており、あるいはケルト語ないしケルト到来以前にこれらの地域で行われた言語からの

syntactic calque なのかもしれない。 
こうした研究が卒業論文「フランス語史における時代区分の一考察」（未見）にまとめら

れたのだとすれば、それは今日の卒業論文のレベルをはるかに超えるものであることは疑

いない。傍らで虚辞 F. ne について歴史的・通言語的に、またフランス語における自由間

接話法、すなわち描出話法の発達について研究され、これらの概略が添えられている。 
 

第 3 章には堀井先生が生涯敬愛した泉井博士の業績についても紹介されている。博士は

南方諸言語の研究や『ラテン広文典』、数々の古典文学の翻訳、フンボルトの研究でも名高

いが、今でも広辞苑の編者として一般に知られる新村
し ん む ら

出
いずる

博士に提出した卒業論文「印歐語

におけるインフィニティヴの發達」以来、実はもっとも力を注いだのは印欧語であった。

多くの著書の中で、特に印欧語を扱った単行本としては岩波新書『ヨーロッパの言語』（1968）
と『印欧語における数の現象』（1978）がよく知られているが、生前の博士が愛弟子の堀井

先生に示した自選の主要業績は下記であったという： 
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「言語における性について」『言語』9 (8) (1978) 
「比較言語学とは何か：タキトゥス『ゲルマーニア』とゲルマン語」『言語』9 (11) (1978) 
「上代イタリアのウェネティーの言語：特にその動詞形について」『国際言語科学研究

所所報』1 (2) (1980) 
「言語表現における合理と情理」『言語生活』346 (1980) 
「Skr. (á-)bhū-t, Gr. (ἔ-)φῡ[τ] について」『国際言語科学研究所所報』2 (2) (1981) 
「印欧語における英語の動詞 know と knew：その形と意味」『言語』10 (3) (1981) 
 

その後、泉井博士は下記も残された： 
 

「印欧語における完了形：介在する能格性」『国際言語科学研究所所報』3 (2) (1982) 
「印欧語の完了形とヒッタイト語の動詞体系」『国際言語科学研究所所報』4 (2) (1983) 
「印欧語の完了形とヒッタイト語の動詞体系」（遺稿）『言語』12 (8) (1983) 
Indo-European Perfect and the Hittite Verbal System.（遺稿） The Journal of Indo-European 

Studies. 14 (3/4) (1986). 
 

第 4 章「西ヨーロッパの言語生活」（p. 135－182）は堀井先生が愛知大学在任中の 1966 年
4 月から 9 月に実施した言語生活の調査記録である。同年 4 月 25 日アテネ着、5 月 11 日ロ

ーマ、5 月 16 日フィレンツェ、5 月 21 日ローマに戻り、5 月 27 日ジュネーヴを経て 5 月
31 日パリ到着。2 カ月半の滞在の後、8 月 12 日バルセロナ、8 月 16 日マドリッドに向か

った後、8 月 21 日パリを経て、8 月 22 日ストラズブール着。当地で近代語近代文学第 10 回
国際会議に出席した後、9 月 6 日パリ発、（なつかしの！）アンカレッジ経由で 9 月 7 日に

帰朝なさった。先生は可能な限り現地語を話すというご主義をお持ちらしいが、実はこれ

は、及ばずながら、小生も自分に課していることである。 
 
第 5 章「フランス語と印欧語」（p. 183－226）には、旧制の大学院生となって泉井博士

より下賜された「古代フランス語を中心としたロマン諸語の研究」なる研究テーマに取り

組んでからの研究の進展について述べられている。特に 13 世紀「薔薇物語」の言語的研

究を基礎とすることもあわせて示唆された堀井先生は、バンヴェニストによる有名な研究

（Noms d’agent et noms d’action en indo-européen, 1948）にも触発されて、行為者名詞（agent 
noun）に狙いを定める。古代印欧語において区別された行為者名詞の 2 種の形態的区別は

近代印欧語には見られなくなるが、両者の意味的な区別はその後も様々な形で維持される

ことを古仏語とフランス語の発達の中で実証したのであった。 
他方では、印欧語の語彙研究にも従事され、その成果の一端を「法」と「家」にあたる

様々な語彙の相互関係と変遷によって紹介する。ラスク（Rask 1818: 34; 神山 2006: 60）の

指摘を俟つまでもなく音韻や文法に比べて語彙の進展は速い。しかし、ここで例示された

場合のように、古い言語状態や周辺言語、歴史を含めた様々なデータを総合・検討するこ

とにより、語義の変遷と語彙の交替のプロセスを再現することができる場合も多々ある。

そして、読者の便を考えてか印欧語比較言語学の手法について簡単に紹介しつつ、比較言

語学的手法を利用した日本語語源研究の必要性について説かれる。 
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第 6 章「語源をさぐる」（p. 227－270）においては、前章末に記されたような経緯から、

本来のご専門である印欧語や古仏語を離れて、日本語の語源研究において行った研究につ

いて紹介する。その一部は堀井先生が 48 回にわたり出演したという NHK のテレビ番組

「クイズ日本人の質問」、「新クイズ日本人の質問」や、同じく NHK のラジオ番組「おし

ゃべりクイズ疑問の館」等の中でも披露されたそうである。確かに様々な表現の由来が万

人の興味の的であることがよくわかる。「金字塔」はもともとピラミッドのアイコニックな

中国語訳であったこと、京都の先斗
ぽ ん と

町
ちょう

の名がポルトガル語のponta「先端」ないしponto「点」

（私見では四条大橋のすぐそばだからponte「橋」かも？）に由来すること、「象牙の塔」

がフランスの作家サント・ブーヴ（Sainte-Beuve; 1804－69）が用いたF. tour d’ivoire、すな

わちE. ivory towerに由来すること、関西で使う「しんどい」が辛労イらしいこと等々。こ

れらは各種辞典、先行する論考に載せられている説と大差ないが、「ひょんな」を地方によ

って今でもホヨとかヒョウ等とも呼ばれる寄生木
や ど り ぎ

を頭にかざしてめでたい印とした風習

から生まれたとする御説や、「くしゃみ」が「くさめ」、さらには「糞食め」に由来し、E. God 
bless youと同様に災いを払う一種の呪文であったことはよく知られているものの、これが

首里で用いる（尾籠な）表現に今日まで残っている点についての指摘などは、方言や風俗

にも目を配ることを忘れない堀井先生ならではかと思う。「小股の切れ上がったいい女」と

いう表現の由来については諸説を目にしてもどうも合点が行かずにいたが、西鶴にある「す

また切れ上がりて大男」が腰の位置の高い、すなわち足の長い大男であって、安永頃にこ

れをもじった女性に対する表現として流行したこと、すなわち足が長くてすらっとしてい

るスタイルのいい女性を表すとの解説を目にしてようやく納得した。「トホホ」など昭和に

入ってからの流行語かと思えば何と室町時代から用例があるという。 
さらに、当て字や、そこから新たな綴り字発音が出てくることによって、語の由来が見

えにくくなる事例や、語義の変遷についてもかなりの例を挙げて説明している。中でもシ

マについては驚いた。シマは沖縄で「村」の意味で用いられ、本来共同体を表した。たま

たまこれが離島に存在する場合に「島」の字を当てたがために意味が変容してしまったの

だという。確かに今でも「○×組のシマ」のような表現に「影響力の及ぶ範囲」のような

意味が汲み取れる。こんなことを知ると、F. île が地域名 Île-de-France においてはまった

く「島」を表さない点が気になってくる。この語の基となった Lat. insula（借用により E. isle, 
G. Insel, etc.）の語源については定説がないようだが（cf. Vaan 2008）、その本来の語義も海

や川に浮かぶ「島」ではないかもしれないなどと想像を膨らませてしまう。 
 
第 7 章「京都語の研究」（p. 271－312）においては、フランス語、ラテン語、ギリシア

語等々、印欧語とそれらの歴史を中心に学んでこられた堀井先生が、徐々に日本語に回帰

し、さらにご自身が生まれ育った京都のことばに特別の関心を寄せられた結果明らかにさ

れた様々な言語現象について述べられている。堀井先生は生前「京都弁」という表現を嫌

い、「京ことば」を好んだことが思い出されるが、一般に堀井先生がこの分野において名声

を得ていることは先生がこの分野に注いだ並々ならぬ情熱の賜である。その解説は幼少の

みぎりに用いた卑近なことば遣い、廃れた、ないし廃れつつある語や表現にはじまり、御

所ことば、次いで京都の職人ことばへと続く。 
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第 8 章「言語一般の理論」（p. 313－362）は上に記したような様々な言語の歴史を研究

する中で堀井先生が到達した一般言語学的見解の総括である。まず、印欧語における語順

の変遷と現在の分布について整理し、これを踏まえて日本語の語順がどんな原理によって

成り立っているかを検討する。そのあとで提示される「語順は定着へと向かうものと、そ

の定着を破って自由を求める傾向とが競い合い、それぞれの言語の仕組みを次の時代へと

推し進めているのである」（p. 330）との達観には、言語には常に固定されない部分がある、

それが変化を引き起こす潜在的原因になるという趣旨の泉井博士の主張に通じるところが

ある。章末には身振り語と擬声語・擬態語についての見解が添えられる。 
 

第 9 章「方言の研究」（p. 363－402）は堀井先生がかかわった方言研究の総括である。

まず記されるのは 1950 年に第 1 回対馬共同調査において実施された方言調査の結果だが、

この共同調査は日本言語学会、日本考古学会、日本人類学会、日本地理学会、日本民俗学

会、日本民俗学協会、日本社会学会、日本宗教学会の連合によって実施された大がかりな

もので、京都班（泉井博士、堀井先生、奥村三雄氏）は対馬方言の語彙を担当した。その

結果の報告は日本人文科学会編『人文：特集対馬調査』第 1 巻第 1 号（1951 年 5 月、有斐

閣）に掲載されており、そこに収められた「語彙調査報告」は堀井先生が執筆している。

しかし、同書等に公刊することができた資料はごく一部であり、「全般的調査報告は長く

筐底
きょうてい

に眠っていた。半世紀を経た今日、ここに発表するのは調査記録のノートを整理し未

発表の資料をまとめて報告しておかねば、1950 年実地調査の方言記録は永久に失われてし

まうことになると思ったからである」（p. 368（ルビは評者））との使命感があった。章末

には東海地方で実施した方言調査のうち、静岡県大井川上流の井川村方言と愛知県豊橋方

言について概略が綴られる。その前者にハ行子音の古い音 [p] がまとまって保存されてい

るという点には大いに興味を引かれる。 
 
第 10 章「『わたくし』について」（p. 403－410）は、執筆時のご健康状態の関係からか、

やや簡略だが、堀井（2005）にも触れられ、また 2011 年 12 月 17 日の日本歴史言語学会設

立記念講演（cf. 堀井 2012）でも取り扱われた話題についての総括であり、恐らく堀井先

生が晩年において関心を抱いた最後のテーマである。 
まずは、印欧語にかかわる者には常識だが、印欧語の 1 人称単数人称代名詞の主格と斜

格に現れる PIE *h1eg̑- > *eg̑-（e.g. Lat. ego）と *me-（e.g. Lat. mē(d), mei, mihi, mē(d)）にあ

たる諸語形と、両系列に語源的な関係がないことが簡単に紹介される。 
続いて日本語でこれにあたる最古の文証形はアとワであること、これがワタクシに置き

換えられてゆく過程が想定されるが、この過程については従来充分に研究されてこなかっ

たことを指摘し、後者は、今日の「わたくしごと」にも見られるように、もともと公的で

ない私的なことを暗示し、室町から江戸初期の御所ことばにおいて、帝の私的な生活空間

に仕える高級女官を表す名詞として用いられていることを文献学的に確認する。そして「帝

にお仕えする身であるわたくしごとき」のような自分を卑下する謙譲的な意味合いからか、

女性を中心に話者自身を表すために用いられるに至ったことを跡付ける。 
その間、話者自身を言い表す表現には deictic なコチ、コナタ、ウチ等、また自分自身と
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いう意味でオノレ、さらにマロとともに、ワケ（戯奴）、ゲラ（下郎）、またその後には拙

者、僕、小生、またやつがれ等々、ワタクシ以外にも明らかに卑下・謙譲的な表現が繰り

返し現れていることを勘案すると、ワレやオレ、さらにはその基となったと思われるワや

アも本来は「わたくしごときつまらぬ者」のように自分を卑下して言った表現に端を発す

るのではないかと想像を膨らませてしまう。もしこれが邪推でないとしたら、奥ゆかしい

日本人の精神は古来よりここに痕跡を残し続けているということになるかもしれない。上

代にオレは相手を罵るときに使ったというが、今でも河内弁でワレを同様に使うことを考

えあわせると、もともと自分に対して使った卑下した表現を相手に使うことで、相手に対

する軽蔑や憎悪を表したと考えることはあながち無理でもないような気がする。諸兄には

ご検討を請う。 
本質的でないコメントを一点付記する。日本語では主語と動詞等、文を構成する他の要

素に文法的な一致関係はない。したがって日本語に人称という文法的カテゴリーは存在せ

ず、人称代名詞も存在しない。そのため、例えば「日本語の 1 人称単数代名詞」のような

表現を用いるのは正確でない。堀井先生はこの点にこだわりをお持ちでない（あるいは大

らかに受け止めておいでの）ようだが、厳密に言えば「話者（1 人）を表す代名詞」とか

「1 人称単数に相当する代名詞」のように呼びかえることが必要である 
また、印欧祖語の主格の語根 *h1eg̑- > *eg̑- と斜格の語根 *me- について付言すると、

確かに両者に形態・語源的な関係がないことは明明白白だが、ここから得られる *eg̑-ō （e.g. 
Gk. ἐγώ, Lat. ego, Goth. ik, etc.）ならびに *me-（e.g. acc. Gk. (ἐ)μέ, Lat. mē(d）, Goth. mi(k), Skr., 
Av. mā, etc.）と、これらに対応して用いられる動詞の 1 人称単数語尾 thematic *-ō および 
athematic *-m とは、どこか深いところでつながっているように思われてならない。もしこ

の素朴な印象が当たっているとすれば、同 thematic 語尾 *-ō が *-eh3 ないしその o 階梯 
*-oh3 に由来すると見られることから、*eg̑-ō の付加部分も *-eh3 ないし *-oh3 に由来す

ると見ることができるかもしれない。このように考えた場合、問題の付加部分の母音が縮

減した *h1eg̑-h3 に thematic vowel -o- と *-m なる要素を付加した拡大形 *h1eg̑-h3-o-m か
ら *eg̑hom を経て Indo-Iran. *ajham（Skr. ahám, Av. azəm）を導くことさえ可能ではないだ

ろうか。さらに、その末尾に付加された *-m は 1 人称単数斜格の語根 *me- に由来して

いるとも疑い得る。現状における laryngeal theory の定説においては、h3 が気音となって先

行閉鎖音と一体化するような現象は恐らく知られておらず、この場合には気音化を頻繁に

生じる h2 が代わりに想定されることになるが、かと言って、逆に動詞の thematic の 1 人
称単数語尾 *-ō が例えば *-oh2 に由来すると主張するのにはさらに大きな抵抗を感じる。

もはや忘れ去られかかっているかもしれないが、Martinet (1953) が明らかにしたように h3 
は h2 に円唇化を加えた音に他ならず、また晩年の同氏 (1986: 145ff.; 2003: 168ff.) が長年温

めたアイデアを吐露したように、無声の h3 が気音となって残った場合があってもおかし

くないはずである。だとすれば、Lat. ego 等の基となったのは *h1eg-eh3 ないし *h1eg-oh3，

Skr. ahám 等の基礎となったのは *h1eg̑-h3-o-m だと考える愚説もあながち無理ではないか

もしれない。他方、Skr. ahám 等の末尾部分と o 語幹単数対格ないしは中性単数主・対格

の語尾となる *-o-m，また *egō の末尾部分と双数主・対格の語尾 *-ō とは直感的に言っ

て無関係のように思われる。いずれにせよ堀井先生の言うように、これをはじめとした身
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近なことばにも解明されていないことが多いのは間違いない。今後、同学諸兄のご協力を

仰げればうれしく思う。 
 
巻頭の「はしがき」末尾には、堀井先生が本書の初校を済ませた後永眠された旨が付記

されている。これだけ話題・言語が多岐に及ぶと出版社で編集を担当する方は完全にお手

上げだろうし、先生なしではその後の校正作業が満足にできるはずもない。結果として本

書にはかなりの誤植他の不備がある。例えば p. 403 末から翌頁にかけての記載「古スラブ

語 azŭ、古ロシア語から推定される語頭の *ō から」云々の箇所は意味を成さない。下表

に記すのは、小生が気付いた不備のうち、特に修正を要すると思われるもののみである。

例えば、文脈上あまり問題がないと思われる場合に、祖語等の非文証形における長音を表

すためのマクロン（ˉ）が略されていたり、フランス風のアクサン・シルコンフレックス（ˆ）
で代用されていることがかなりあるが、特に深刻な誤解を生じることがないように思われ

る場合は以下に記載していない。その他にもフランス語の綴りを中心に軽微な誤記はかな

りある。 
 

頁 行 誤 正 

81 1 Skr. (á-)bhû-t, Gr. (ε-)φυ(τ) Skr. (á-)bhū-t, Gr. (ἔ-)φῡ[τ] 
〃 2 *bhû- *bhū- 

105 5 laeth llaeth 
118 4 mrtam çreyo na jîvitam mr̥tam çreyo na jīvitam 
141 11 スープラキア スーブラキア 
149 9 インディアンポリス インディアナポリス 
158 1 スロヴェニア語 セルビア・クロアティア語 
〃 1 フパラ フバラ（フヴァーラ） 

172 15 Madorid はナドリ Madrid はマドリ 
185 7 ἐπακτηρ ἐπακτήρ 
〃 8 Indo-européen indo-européen 

198 6 dhr- dhr̥- 
〃 9 lex lēx【前行との統一】 

204 15 δομος δόμος 
205 3 dám-pátiḥ dám-patiḥ 
〃 4 vë͂š-pats viẽš-pats 
〃 13 ‘ημέτερον δῶ ἡμέτερον δῶ 

207 14 οίκοδομεῖν οἰκοδομεῖν 
218 11 早い 速い 
252 8 平成一八年（二〇〇六） 平成一七年（二〇〇五） 
318 7 ἡΚρήτη νῆσος ἐστι ἡ Κρήτη νῆσος ἐστι 
〃 8 ὔδωρ ὕδωρ 
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319 7 Αν̓́δρά Ἀνδρά 
〃 8 πλάΥχθη πλάγχθη 

320 12 私の（生格） 私を（対格） 
324 5 trupat trupăt（трупът） 
328 9 volu voltu（voltū） 
347 17 一つ là 
404 5 古英語 me 古英語 mē 

 
末筆ながら last but not least，書評の任をやや外れて、亡き堀井先生をお送りする拙いこ

とばを添えさせていただくことをお許し願いたい。 

堀井先生の知遇を得たのはいつのことだったろうか。日本歴史言語学会の源流たる大阪

言語研究会の開催記録（http://www.let.osaka-u.ac.jp/~kamiyama/ogk_histoire.html）を見合わ

せつつ記憶をたどると、それは、1991 年 9 月 22 日（日）、大阪上本町のなにわ会館（現ア

ウィーナ大阪）において開催された The 13th Indo-Euroepan Colloquium of Japan（＝大阪言

語研究会第 108 回例会）においてであったように思われる。それから十余年、吉岡治郎先

生のご指示により、2004 年 3 月 28 日（日）の第 147 回例会において「マルティネと印欧

学」なる拙いお話をさせていただいた折には、メイエ、バンヴェニスト、そして泉井博士

の見解を交えて貴重なご意見を賜ったことも記憶に新しい。その間、あつかましくも、堀

井先生にとって泉井門下の先輩にあたる高谷信一氏の消息について書面でお尋ねした折に

は、数日後にわざわざお電話をくださり、お手持ちの資料から確認された情報をあまねく

ご提供くださった。また、デコちゃんこと女優の高峰秀子さん（1924－2010）が若かりし

頃敷居をまたいだという新村出博士旧宅にある新村出記念財団重山
ちょうざん

文庫であれこれ古い

記録や資料を閲覧する必要が生じた際には、当時の同財団理事長として陰から便を図って

くださったのではないかと思う。その後、蛭沼寿雄博士（1914－2001）のご病気とご逝去

により途絶えていた The Indo-European Colloquium of Japan を再開しようとご相談申し上

げると、すぐにご賛同くださり、晴れて 2008 年 12 月 27 日（土）に大阪大学で開催され

たThe 17th Indo-European Colloquium of Japan（＝大阪言語研究会第 163 回例会）においては

開会のあいさつを兼ねて長めのご祝辞を頂戴した（http://www.let.osaka-u.ac.jp/~kamiyama/ 
ogk_reikai163.htmlに映像あり）。その 3 年後の 2011 年 12 月 23 日、同Colloquiumを基礎と

して首尾よく誕生した日本歴史言語学会の設立総会・初回大会においては、同時に名誉会

員に推挙された松本克己先生とともに新学会の誕生を設立記念講演によって言祝いでくだ

さり（http://www. let.osaka-u.ac.jp/~kamiyama/archiv_histling2011/20111217161524.mpgに映像

あり）、直後の懇親会においては乾杯の発声もお引き受けくださった。晩年の泉井博士が大

いなる情熱をもって創設した日本印欧語研究者専門会議の伝統が大阪言語研究会の The 
Indo-European Colloquium of Japan を経て日本歴史言語学会の中に生き続けるよう、ご高配

くださった現れかと思う。 
吉村（2006）のまえがきにも触れられているように、堀井先生はかなり以前から研究を

含めたご自分の人生を総括する書の準備を進めておいでだったらしい。実際、言語学者の
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中で、自らの手で自伝をまとめ上げることができた幸運な先達は稀有である。薄学寡聞な

小生が把握しているのはOtto Jespersen（1860－1943）En Sprogmands Levned（1938；前島儀

一郎訳『イェスペルセン自叙伝：ある語学者の一生』(1) 1962）、金田一京助（1882－1971）
『私の歩いて来た道：金田一京助自伝』（1968）、田中美知太郎（1902－1985）『時代と私』

（1971，19842）、小川芳男（1908－1990）『私はこうして英語を学んだ』（1979）、André Martinet
（1908－1999）Mémoires d’un linguiste : vivre les langues（1993）ぐらいである。随筆や日記、

またそれらを基に後日まとめられたものを含めても新村出（1876－1967）『わが学問生活の

七十年ほか』（1998）、八杉貞利（1876－1966）『ろしや路』（1967）と『新縣
あがた

居
い

雑記』（1970）、
市河三喜（1886－1970）『旅・人・言葉』（1957）、岩崎民平（1892－1971）『岩崎民平文集：

英語ひとすじの生涯』（1985）、服部四郎（1908－1995）『一言語学者の随想』（1992）ぐら

いしか思いあたらない。 
堀井先生が終生敬愛しつづけた師泉井博士も随筆集『南魚星』（1948）と『古典と現代』

（1949）(2) は残したものの、ついにまとまった自伝を物す機会は持たなかった。無論、師

があまりにも偉大であることは論を俟たないが、こと、ご自分の手で人生の総括を成し得

たという点において堀井先生は師よりも幸運に恵まれたのではないだろうか。 
 
恩ある堀井先生ご逝去の事実を知ったのは、誠に不覚なことに、堀井先生の絶筆たる本

書を手にした初夏のことであった。弔問の機会を逸してしまったことを誠に恥ずかしく思

う。この場をお借りしてご遺族には心よりお悔やみを申し上げるとともに、故人には生前

に賜ったご厚誼とご支援に対し、改めて篤く御礼申し上げたい。せめて、先生のご業績の

概略を本学会会員諸氏、また広くわが国の言語学徒諸氏に紹介することで、幾分かでもご

恩に報いることができれば嬉しく思う。 
 
堀井先生、ありがとうございました。どうか安らかにお休みください。そして、先に鬼

籍に上られた泉井博士と蛭沼博士とともに、日本歴史言語学会とわが国の歴史言語学の

生々発展をお見守りくださいますよう。 
 

Requiescat in pace 
 
 
略語 
acc. accusative G. German Ir. Irish 
Av. Avestan Gk., Gr. Greek Lat. Latin 
E. English Goth. Gothic PIE Proto-Indo-European 
F. French Indo-Iran. Indo-Iranian Skr. Sanskrit 
 

                                                           
(1) 紙面の制約から原書を約 3 分の 2 に圧縮した抄訳であり、原文に対する忠実さを重んじるあまり理解しがた

い箇所もないことはないのだが、後に出た英語版からの全訳（大澤銀作訳、文化書房博文社、2002）にはるかに

勝る。残念ながら後者の訳文はほとんどまったく理解不能である。 
(2) 堀井先生のご尽力により、両書の合本が 2005 年にゆまに書房から再版されるに至っている。 
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訃報 

日本歴史言語学会名誉会員 

堀井令以知氏 
（1925－2013） 

略 歴 
 
 
1925 年 11 月 5 日  京都淀に生誕 
1943 年 3 月   京都府立桃山中学校卒業 

〃 4 月   大阪外国語学校（後に大阪外事専門学校）入学 
1944 年 10 月   豊橋第一陸軍予備士官学校入校 
1945 年 6 月   同校卒業、広島第 104 部隊、次いで京都第 137 部隊に配属 

〃 9 月   復員 
1946 年 3 月   大阪外事専門学校卒業 

〃 4 月   京都帝国大学（後に京都大学）文学部入学、泉井久之助博士に師事 
1949 年 3 月   同学卒業 

〃 4 月   京都大学文学部第一期旧制大学院特別研究生に採用 
1951 年 3 月   同修了 

〃 4 月   旧制大学院後期特別奨学生（1954 年 3 月修了） 
〃 〃   東海大学文学部非常勤講師（1953 年 3 月まで） 

1952 年 4 月   関西大学非常勤講師（1957 年 3 月まで） 
1954 年 4 月   立命館大学文学部非常勤講師（1985 年 3 月まで） 
1955 年 4 月   西京大学（現京都府立大学）非常勤講師（1985 年 3 月まで） 

〃 〃   愛知大学文学部専任講師（1957 年 3 月まで） 
1957 年 4 月   愛知大学文学部助教授（1964 年 3 月まで） 

〃 〃   京都大学文学部非常勤講師（1959 年 3 月まで） 
〃 〃   愛知県立女子大学（現愛知県立大学）非常勤講師（1966 年 3 月まで） 

1964 年 4 月   愛知大学文学部教授（1971 年 9 月まで） 
1966 年 4 月   フランス他に出張（同年 9 月まで） 
1971 年 10 月   南山大学文学部教授（1978 年 9 月まで） 
1973 年 4 月   関西外国語大学非常勤講師（1978 年 9 月まで） 
1974 年 2 月 13 日  パルム・アカデミック勲章（フランス）受章 
1976 年 12 月 15 日  功労国家勲章（フランス）受章 
1978 年 10 月   関西外国語大学外国語学部教授 

〃 〃   京都外国語大学非常勤講師（1986 年 3 月まで） 
1980 年 4 月   広島大学文学部非常勤講師（集中、1981 年 3 月まで） 
1981 年 4 月   日本言語学会編集委員長（1983 年 3 月まで） 
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〃 8 月   日本学術会議語学文学研究連絡委員会委員（1985 年 7 月まで） 
1982 年 4 月   関西外国語大学大学院研究科長（1988 年 3 月まで） 
1984 年 6 月   財団法人新村出記念財団評議員（1985 年 6 月まで） 
1985 年 6 月   財団法人新村出記念財団理事（1997 年 6 月まで） 

〃 〃   日本学術会議流動研究員等審査会専門委員（1986 年 5 月まで） 
1988 年 4 月   関西外国語大学付属図書館長（2002 年 3 月まで） 

〃 10 月   関西外国語大学理事・評議員（2008 年 10 月まで） 
1997 年 6 月   財団法人新村出記念財団常務理事（2003 年 5 月まで） 
2002 年 4 月   関西外国語大学付属図書館情報センター所長（2006 年 3 月まで） 
2003 年 6 月   財団法人新村出記念財団理事長（2012 年まで） 
2009 年 3 月   関西外国語大学退職 

〃 4 月   関西外国語大学名誉教授 
〃 11 月   瑞宝中綬章受章 

2011 年 12 月 17 日  日本歴史言語学会名誉会員 
2013 年 3 月 10 日  永眠（享年 87 歳） 
 

  
2011 年 12 月 17 日 日本歴史言語学会設立記念講演会にて  
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堀井令以知氏 
（1925－2013） 

主 要 業 績 
 
 
著書（抄） 

1956 年 『語と意味』（フランス語学文庫、岸本通夫氏と共著） 白水社 
1965 年 『尼門跡の言語生活の調査研究』（井之口有一氏、中井和子氏と共著） 風間書房 
1972 年 『京都語位相の調査研究』（井之口有一氏と共著） 東京堂出版 
1974 年 『御所ことば』（井之口有一氏と共著） 雄山閣 
1975 年 『京都語辞典』（井之口有一氏と共編著） 東京堂出版 
1979 年 『分類京都語辞典』（井之口有一氏と共編著） 東京堂出版 
1980 年 『ことばの職業』 日本評論社 
1983 年 『職人ことば辞典』（井之口有一氏と共編著） 桜楓社 
 『日本語語源辞典』 東京堂出版 
1987 年 『にほんご歳時記』 大修館書店 
1988 年 『地域社会の言語文化』 名著出版 
 『京ことば歳時記』（井之口有一氏と共編著） 桜楓社 
 『語源大辞典』 東京堂出版 
 『京都のことば』 和泉書院 
1990 年 『女の言葉』 明治書院 
 『語源をつきとめる』 講談社現代新書 
1992 年 『京ことば辞典』（井之口有一氏と共編著） 東京堂出版 
 『はたらく女性のことば』 明治書院 
1994 年 『外来語語源辞典』 東京堂出版 
1995 年 『大阪ことば辞典』 東京堂出版 
1996 年 『感性の言語学』 近代文藝社 
1997 年 『比較言語学を学ぶ人のために』 世界思想社 
 『決まり文句語源辞典』 東京堂出版 
1998 年 『ことばの不思議』 おうふう 
1999 年 『上方ことば語源辞典』 東京堂出版 
2003 年 『一般言語学と日本言語学』 青山社 
 『日常語の意味変化辞典』 東京堂出版 
2005 年 『御所ことば』新装復刻版（井之口有一氏と共著） 雄山閣 
 『ことばの由来』 岩波新書 
2006 年 『京都語を学ぶ人のために』 世界思想社 
 『京都府ことば辞典』 おうふう 
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2008 年 『お公家さんの日本語』 グラフ社 
2009 年 『折々の京ことば』 京都新聞出版センター 
2013 年 『言語文化の深層をたずねて』（シリーズ「自伝」） ミネルヴァ書房 
 
Festschrift 
2006 年 『言語文化と言語教育の精髄：堀井令以知教授傘寿記念論文集』（吉村耕治編、大

阪教育図書） 
 
訳書 

1971 年  アンドレ・マルティネ編，泉井久之助監修『近代言語学大系 1：言語の本質』（共

訳） 紀伊國屋書店 
1972 年  アンドレ・マルティネ編，泉井久之助監修『近代言語学大系 2：世界の言語』（共

訳） 紀伊國屋書店 
 
論文（抄） 

1950 年 「対馬方言採集手帳から」（八学会連合対馬共同調査報告）『京大特研究会資料』 
1951 年 「最近フランスにおける方言研究」『近畿方言』9 
 「対馬方言語彙調査報告」『人文』1（有斐閣） 
 「薔薇物語にあらわれた十三世紀フランス語の性格」『フランス語研究』2 
 「平戸の方言」『京大平戸学術調査報告書』（泉井久之助氏，西田龍雄氏と共著） 
1953 年 「大井川上流井川村方言について」『東海大学人文科学研究所報告』 
1954 年 「同音語に関する一考察」『言語研究』26・27 
1955 年 「古代フランス語における行為者名詞について」『立命館文学』120 
 「語感について」『フランス語研究』11 
 「フランス語史における時代区分の一考察（上・下）」『立命館文学』126～127 
1956 年 「国語行為者名詞の構造」『言語研究』29 
 「書評：S. Ullmann, Précis de sémantique française」『言語研究』29 
 「再構の意味論的問題」『立命館文学』136 
1957 年 「尼門跡の言語生活からみた女房詞の研究」（井之口有一氏と共著）『人文』9 
 「家を意味するラテン語について」『文学論叢』15 
1958 年 「ロマン言語学」『フランス語研究』17 
 「尼門跡に残存する女房詞の性格」『言語研究』33 
 「交叉語源について」『立命館文学』154 
 「語彙：その本質と機能」『語彙の理論と教育』（国語教育のための国語講座 4、朝

倉書店） 
 「ことばと意味」『コトバの科学 4：コトバと論理』中山書店 
 「尼門跡の言語環境について」（井之口有一氏、中井和子氏と共著）『人文』10 
 「身振語について」『文学論叢』17 
1959 年 「書評：コンサイス仏和辞典（新版）」『フランス語研究』19/20 
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 「書評：G. Matoré, La méthode en lexicologie」『フランス語研究』21/22 
 「尼門跡の音声言語生活資料」（井之口有一氏、中井和子氏と共著）『人文』11 
 「言語に反映する思考の様態」『文学論叢』19 
1960 年 「ラングとパロールの理論について」『言語研究』37 
 「階層と言語意識」『民間伝承』246 
 「フランスの言語地理学について」『方言研究年報』（広島大学方言研究会）3 
 「尼門跡の文字言語生活資料」（井之口有一氏、中井和子氏と共著）『人文』12 
 「東三河方言の言語地理学的研究」『愛知大学郷土研究所紀要』6 
1961 年 「言語系統の理論」『文学論叢』21 
 「ドン・キホーテの言語法」『スペイン図書』5 
 「大井川上流井川村方言の考察」『愛知大学郷土研究所紀要』7 
 「尼門跡の日記」（井之口有一氏、中井和子氏と共著）『京都府大短大 記念論文集』 
1962 年 「音素の選択について」『民間伝承』254 
 「言語記号の理論」『文学論叢』22 
 「書評：中平解『フランス語語源漫筆』（二）」『民間伝承』255 
 「御所ことば語彙の調査研究（Ⅰ）」（井之口有一氏、中井和子氏と共著）『人文』

14 
1963 年 「音素論における融合とカタリシス」『文学論叢』24 
 「名古屋方言における構造的変異」『愛知大学郷土研究所紀要』9 
 「お湯殿の上の日記の文体」『言語研究』43 
 「御所ことば語彙の調査研究（Ⅱ）」（井之口有一氏、中井和子氏と共著）『人文』

15 
1964 年 「意味論に関する若干の問題」『文学論叢』26 
 「書評：Paul Ziff, Semantic Analysis」『言語研究』45 
 「日本語の系統論」『文学論叢』28 
1965 年 「単語・連語の構成論の方法」『口語文法講座Ⅰ』（明治書院） 
 「等語線について」『愛知大学京都研究所紀要』10 
 「虚辞否定について」『言語研究』47 
 「書評：Ch. Guiraud, Les verbes signifiant «voir» en latin」『言語研究』48 
1966 年 「言語類型学の方法」『文学論叢』31 
  «Les emplois de la négation explétive» 『日伊文化会館年報』3 
 「三河方言語彙考：『玉蜀黍』と『片足跳』」『愛知大学郷土研究所紀要』11 
 「ホメーロスにおける飲食を意味する語彙について」『文学論叢』（20 周年記念号） 
1967 年 「蟻の方言について」『愛知大学郷土研究所紀要』12 
1968 年 「一般言語学研究の動向と方法について」『文学論叢』35 
 「アクセントの固定とゆれについて」『愛知大学郷土研究所紀要』13 
 「語の意味について」『表現研究』8 
 「複合語に関連して」『ロマンス語研究』3 
1969 年 「文字詞の性質」『文学論叢』37 
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 「愛知県におけるめだかの方言分布」『愛知大学郷土研究所紀要』14 
 「文法的事実を言語地理学的にみると」『文法』11 月号 
1970 年 「語彙禁忌の研究」『文学論叢』41 
 「方言進化における文化と統一の系統」『愛知大学郷土研究所紀要』15 
 「人称代名詞論」『文学論叢』42 
 「御の着脱について」『文学論叢』43 
 「言語、表現、ことば」『表現研究』11 
 「史的言語学における構造主義と一般法則」『文学論叢』44 
 「位相語彙：仲間ことば」『講座正しい日本語 4』明治書院 
 「言語学的文体論の方法」『文学論叢』45 
1971 年 「形容詞の方言」『愛知大学郷土研究所紀要』16 
 「言語学における比較の意味」『文学論叢』46 
1972 年  «Quelques observations sur les mots composés»『ロマンス語研究』6 
 「表現の深さと三つのレベル」『表現研究』15 
 「記号学と言語学」『文学論叢』47 
1973 年 「書評：G. Mounain, Introduction à la sémiologie」『ロマンス語研究』7 
 「意味論的経済について」『アカデミア』92 
 「京都方言の諸相」『愛知大学郷土研究所紀要』18 
 「お湯殿の上の日記における音声相の動態と表記」『音声の研究』16 
 「ブルトン語の同音衝突」『ケルト研究』3 
 「フランスの方言研究」『方言研究叢書２』三弥井書店 
 「名詞分の機能」『アカデミア』97 
1974 年 「地域社会と意味変化」『愛知大郷土研究所紀要』19 
 「アカデミー辞典」『フランス文学辞典』白水社 
 「プシュケーの意味『おもだか』」『澤瀉久敬先生古期記念文集』 
1975 年 「単音節語の命運：豊橋地方の落松葉と出居」『愛知大郷土研究所紀要』20 
 「固定語順と自由語順」『アカデミア 文学・語学編』22 
 「行為者名詞の機能」『誠：和田誠三郎先生古期記念文集』 
1976 年 「単純過去の命運」『アカデミア 文学・語学編』23 
 「京焼職人語の研究」『愛知大郷土研究所紀要』21 
 「虚辞否定の意味」『表現学論考：今井文男教授還暦記念論文集』 
 「語順と意味」『表現研究』24 
1977 年 「言語類型の近似現象について」『アカデミア 文学・語学編』24 
 「再構について」『日本フランス語・フランス文学会中部支部研究報告集』1 
 「友禅染職業語の社会言語学的研究」『愛知大郷土研究所紀要』22 
 「語源学の方法」『言語』6 (6) 
 「内的再構について」『ロマンス語研究』11 
1978 年 「京都御所のことば 1～6」『言語』7 (1)～(6) 
 「言語研究における主観性の問題」『アカデミア 文学・語学編』25 
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 「『はい』と『いいえ』」『葦：南山大学仏文学科』2 
 「東海地方における『ものもらい』の表現：民俗言語学の問題」『愛知大郷土研究

所紀要』23 
1979 年 「京都のことば 1～12」『言語』8 (1)～(12) 
 「ばら物語の言語的研究序説」『アカデミア 文学・語学編』26 
 「宇治茶業者の用語について」『愛知大郷土研究所紀要』24 
 「能格について」『関西外国語大学研究論集』30 
 「愛知県下の方言音」『音声学会会報』162 
 「書評：吉田金彦『古代日本語をさぐる』」『国文学解釈と教材の研究』24 (16) 
 「印欧語における家について」『関西外国語大学研究論集』31 
1980 年 「西陣織職人語の調査研究」『愛知大郷土研究所紀要』25 
 「西陣織の職人ことば」『言語』9 (4) 
 「民俗言語学のすすめ」『言語』9 (5) 
 「行為者名詞の機能」『関西外国語大学研究論集』32 
1981 年 「ギリシア語の飲食行為名詞」『関西外国語大学研究論集』33 
 「ガリアにおける言語基層」『関西外国語大学研究論集』34 
 「書評：Linguistique, publié sous la direction de Frédéric François」『言語研究』80 
 「ことばと感受性」『児童心理』35 (13) 
1982 年 「書評：『日英対照擬声語辞典』」『言語』11 (6) 
 「書評：『日本語の男女差』」『言語研究』82 
 「近畿方言の概説」『講座方言学７：近畿地方の方言』国書刊行会 
1983 年 「書評：G. W. Grace, An Essay on Language」『言語研究』83 
 「ラテン語の家を意味する語について」『国際言語科学研究所所報』4 (2) 
 「私の語彙論」『日本語学』2 (5) 
 「泉井久之助先生のご逝去を悼む」『言語』8 月号 
 「ラテン語教授の先駆者：田村初太郎のこと」『言語』12 (9) 
 「方言比較と意味の再構成」『語源研究』4 
 「フランス語の自由間接話法」『表現研究』38 
 「泉井久之助先生」『言語研究』84 
1984 年 「印欧語の法とおきて」『地中海学会月報』68 
 「印欧語における法を意味する語について」『関西外国語大学研究論集』40 
1985 年 「印欧語の双数について」『関西外国語大学研究論集』41 
 「泉井久之助先生と印欧学」『国際言語科学研究所所報』6 (2) 
 「紹介：『京都大辞典』『職人ことば辞典』」『言語』14 (4) 
  La lingua di Kyoto, Novelle e saggi giapponesi.  Instituto giapponese di cultura, Roma. 
 「結婚を意味する語」『関西外国語大学大学院研究会会報』2 
 「御所ことばについて」『上方ことばの世界』武蔵野書院 
1986 年 「音声の表現価値：音声文体論のために」『表現学論考 2：今井文男教授古希記念

論集』 
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 「擬音語・擬態語の言語学」『日本語学』5 (7) 
 「語源研究と比較の方法」『語源探究』明治書院 
 「印欧語の知覚動詞について」『関西外国語大学研究論集』44 
 「新刊紹介：『語源探究』」『日本語学』5 (11) 
1987 年 「タタキ上げ考：職人の世界に学ぶ」『児童心理』7 月号 
1988 年 「色彩語について」『日本語学』7 (1) 
 「四季とことばの移り変わり」『言語』17 (3) 
 「比較言語学の誕生とその発展」『言語学の潮流 3』勁草書房 
 「生活のことば」『日本語百科大事典』 
 「牝馬を意味する語について」『流域』24 
 「語感・言語意識・言語感覚」『日本語学』7 (8) 
 「門前の小僧」『児童心理』9 月号 
 「書評：加藤正信他『方言に生きる古語』」『正論』 
1989 年 「表現価値の再構成」『表現研究』49 
 「日本語大問題集：生活のことば」『言語』18 (5) 
 「印欧語における性」『関西外国語大学研究論集』50 
 「男性の言葉と女性の言葉」『講座日本語と日本語教育 1：日本語学要説』明治書

院 
 「匂いのことば」『言語』18 (11) 
1990 年 「枚方の方言について」『関西外国語大学研究論集』51 
 「当て字と語源意識」『語源探究 2』明治書院 
 「ワープロと日本語」『日本語学』9 (8) 
  La langue de Kyoto, Essays in Honor of Professor Haruo Kozu, 関西外国語大学出版 
1991 年 「日本語の由来」『日本語学』10 (5) 
 「職人ことばの世界」『関西外国語大学研究論集』54 
 「住居語彙の語源」『語源探究 3』明治書院 
 「『亭主』と『主婦』を意味する語の語源」『語源研究』20 
1992 年 「ブルトン語」『言語学大辞典：世界言語編 下 1－2』三省堂 
 「『タンポポ』や『スズメ』も音真似から：擬音語・擬態語の語源」『日本語』3 月

号 
 「比較言語学と語源」『語源研究』22 
1993 年 「序数詞について」『表現学論考 3：今井文男先生喜寿記念論集』 
 「表現学と言語学」『表現学大系 総論編第 2 巻：表現学と諸科学』教育出版センタ

ー 
 「女性語の成立」『日本語学』12 (6) 
 「ブルトン語」『世界のことば小辞典』大修館書店 
1994 年 「方言比較と語源」『語源探究 4』明治書院 
 「京ことばの諸相」『日本語論』山本書房 
1995 年 「京ことばの保存状況」『京ことば緊急調査保存会報告』京都府庁文化芸術課 
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 「フンボルト」『ブリタニカ国際大百科事典』TBS ブリタニカ 
1996 年 「御所ことばの系譜」『関西外国語大学研究論集』63 
1997 年 「澤瀉久敬先生の思い出」『命：澤瀉久敬追想集』 
 「語源をたどる 1～4」『日本語』10 (4)～(7) 
 「印欧語までさかのぼれる外来語の語源」『語源探究 5』明治書院 
1998 年 「講演要旨：失われた意味の再構成：宮廷語の場合」『同志社大学国文学会会報』

25 
 「資料紹介：柳田国男『近畿方言』掲載書簡 解説」『柳田国男 ことばと郷土』（柳

田国男研究年報 2）岩田書院 
 「国際化時代の日本語」『ことばから人間を』昭和堂 
 「言葉が消えていく」『言語』27 (9) 
1999 年 「書評：小松英雄『日本語はなぜ変化するか』」『言語』28 (6) 
 「イタリア学会今昔」『イタリア学会誌』49 
2000 年 「京言葉 いま・むかし」『国文学解釈と鑑賞』65 (1) 
 「京ことばと大阪ことば」『言語』29 (1) 
 「言語地理学から見た語源」『語源研究』38 
 「京ことばとわらべ歌」『日本歌謡研究』40 
2001 年 「対馬方言 1950 年の研究調査」『関西外国語大学研究論集』73 
 「この言葉の語源を知っていますか」『言語』30 (4) 
 「回想」Pleu-pleu（愛知大学フランス文学会）12 
 「御所ことばと意味の復元」『語源研究』40 
 「思い出」『語源研究』40 
 「要旨：京ことばについて」『京都大学言語学研究』20 
2003 年 「尼門跡日記の文体」『文体論研究』49 
2004 年 「書評：高柳壽雄『三河・新城のことば』」『愛知大郷土研究所紀要』49 
2006 年 「時間を表す語の語源」『言語文化と言語教育の精髄：堀井令以知教授傘寿記念論

文集』大阪教育図書 
2007 年 「失われた語の意味の発掘」『語源研究』45 
2010 年 「豊橋陸軍予備士官学校について」『愛知大郷土研究所紀要』55 
2012 年 「個々の語源の調査法」『日本語学』31 (7) 
 「講演要旨：Ego とワタクシ」『歴史言語学』1 
 
研究発表・講演 

 多数につき記載を断念 
 
放送出演 

 多数につき記載を断念 
 
新聞・雑誌記事 

 多数につき記載を断念 
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付記 

堀井先生のご業績は都合 600 点を超え、そのすべてをここに記載することは断念せざる

を得なかった。2006 年 10 月下旬までのご業績は『言語文化と言語教育の精髄：堀井令以

知教授傘寿記念論文集』（吉村耕治編、大阪教育図書）の 391－452 頁に掲載された「堀井

令以知教授履歴・業績一覧」（堀井先生作成）に網羅されている。併せて参照いただければ

と思う。 
関西外国語大学の吉村耕治教授には関係資料のご提供に関して格別のご高配を賜った。

末筆ながらこの場をお借りして深甚なる謝意を表したい。 
（事務局 神山孝夫記） 
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2011 年 12 月 17 日、設立記念講演中の堀井令以知先生と会場 

 

 
同日、設立記念講演会後の記念撮影より 

前方より 3 列目中央、左から後藤敏文会長、松本克己先生と堀井令以知先生 


